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※まんてん星の湯から車で①駐車場まで約 25 分

歴史を刻む峠路と、ツツジの仲間が多い低木帯に広がるお花畑を訪ねる

登山道は三国トンネル入口左手の駐車場から浅貝川に架かる鉄の小橋を渡り、

すぐにブナやミズナラの樹林に。展望はありませんが、道祖神や所々に残る敷石

の跡に、関東と越後を結ぶ要路として利用された往時を偲びながら、広く歩きや

すいつづら折の道を峠までたどります。標高 1,244m ま三国峠には三国権現が祀

られており、立派な灯篭などが歴史を感じられてくれます。峠から西北西に苗場

山が筍山に半身を隠されながら特徴のある姿を見せています。

登山道は、権現様の右手にあります。峠付近から上は冬期の積雪

や、季節風の影響による衝風低木帯となり、樹高は１～２ｍほどで

す。登山道は木の階段となり、一歩ごとに高度が上がり、南西の展

望が開けます。

標高 1,500ｍ付近は上りも緩やかになり風衝草原がひろがり、ニッ

コウキスゲなどの咲き乱れるお花畑になっています。ベンチも２か所にあり、一休みするには絶好の場所になっています。

お花畑を過ぎるとまもなく左へ平標山への巻き道をあ

がります。山頂へはまっすぐ進み、木の階段もいちだんと

急になります。ガレ場の上に作られた階段は地面との段差

がありますから、踏み外さないようにしましょう。階段を

上りきると、すぐに平標山への分岐が左手にありますが、

右手にほんの３分ほどで三国山頂となります。山頂では南西方面に展望が開け、稲包山の向こうに白砂山、さらに西方に苗場山など長

野県堺の山々が展望できます。
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※まんてん星の湯から車で駐車場まで約４０分

展望は３６０度。たおやかな稜線に高山植物の咲き乱れる雲上の花園

平標登山口でバスを下車。またはマイカー利用なら近くに

広い駐車場があり利用可能です。コースは三国小学校脇の上信

越自然歩道に入り、沢沿いの林道を３ｋｍほど進むと左手に上

信越自然歩道と平元新道の分岐があります。ここで水を補給し

ておきます。ここからいよいよ三国山と平標山との縦走路に突

き上げる登りが始まります。

最初はカラマツ林の中の緩やかな登りですが、ダケカンバ の

純林が出現し、さらに上部はブナ林となり、ジクザクの急登が

縦走路まで続きます。

稜線に飛び出したところに、平成１８年秋に建て替えられた

平標山の家があります。管理人がいて休憩ポイントです。ここからは、谷川連峰西部の主稜線を仰

ぎ見ることができ、連峰最高峰の仙ノ倉山の大きな山体は笹原で覆われています。

小屋から平標山までは木道が整備されています。登山路左手に連峰ではここでしか見られないオ

オシラビシ林があります。

平標山から仙ノ倉山まではなだらかで尾根も広く、高山植物が咲き乱れ、まさに「雲上の花園」

です。

連峰の最高峰・仙ノ倉山からは、３６０度の大展望を満喫できます。

下山路は平標山まで往路を戻り、西方の松手山へと

向かいます。しばらくは広尾根が続きますが、一ノ肩

を過ぎる付近から急な下りとなり、まもなく松手山に

到着。二居への分岐が右にありますが直進し、巨大鉄

塔を過ぎ、なお急坂を下ると出発地点にでます。
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